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＜実 践＞ 

【年度初め：課題を見付ける】  

【年度末：１年間の取組を評価する】  

【「校内授業研究診断・評価指標」（改訂版）】 

広Ｘ６－２０１６ー５１２    

【青崎小学校】 
 「子どもの積極的理解」を向上させるた

めに，授業中の子どもの姿を描きながら教

材やワークシートなどの工夫を重ねまし

た。研究主任を中心に自主的・積極的に校

内授業研究に取り組むことができていま

す。      （濱西 文子 校長） 

【東野小学校】 
 既習事項を把握し，しっかりとゴールを

見据えた授業ができるようになってきまし

た。学年で子どもの実態をもとに授業を組

み立てる話合いが多く行われるようにな

り，「目標達成のための同僚性」の向上を

実感しています。 （坂本 明美 校長） 

【吉島中学校】 
 思考ルーブリックを活用することにより

どのレベルを思考させるための発問である

のかを吟味するようになりました。子ども

の反応から発問を評価でき，手立てを習得

することで，授業実践を省察する視点が増

えました。   （高畑 伸穂 校長） 

【研究推進校の変容～校長より～】 

【「授業研究の効力感」を導く二つの道筋】 

 当センターではこれまでに，「授業研究の効力感」をもつことができるよう，下図のような二つの道筋を示して

きました。「校内授業研究診断・評価指標」（改訂版）は，各要素の平均値がレーダーチャートで表れるように

なっています。これを年度初めと年度末に実施し，自校の校内授業研究の成果を把握しましょう。 
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中間 診断

次年度の計画に生かす 

要素 No. 項   目 

授業研究の

効力感 

１ 私は，授業研究を通して，教材研究を熱心に行っている。 

２ 私は，授業研究を通して，子どもたちのふるまいに対する理解をしようとしている。 

３ 私は，授業研究を通して，授業研究をした教科の価値を見出している。 

４ 私は，授業研究を通して，子どもたちの学習状況に対する理解をしようとしている。 

５ 私は，自校の授業づくりのポイントを理解して授業を行っている。 

６ 私は，今後，機会があれば授業提案をしてもよいと考えている。 

７ 自校では，研究主題が達成されたときの具体的な子どもの姿がイメージできている。 

８ 自校の子どもたちは，授業研究を通して，変容している。 

９ 私は，次の協議会までに，協議会で出た成果を生かし自らの授業で取り組もうとしている。 

目標共有 

のための 

組織体制 

10 自校では，協議会後，協議会での「課題」を，全員で再認識する方法がある。 

11 自校では，協議会後，協議会での「成果」を，全員で再認識する方法がある。 

12 
自校では，提案授業を構想する際に，前回の協議会で出た成果や課題を受けて学習指導案を作

成している。 

13 自校では，円滑な授業研究に向けて，全体会が機能している。 

14 自校では，前回までの協議会での課題を受けて協議会を改善している。 

15 自校では，研究主題を達成するための手立てが共有されている。 

目標達成 

のための 

同僚性 

16 自校では，日頃から，授業の指導方法や教材について話をしている。 

17 私は，協議会での同僚の発言から学ぶことがある。 

18 私は，自校の学校研究主題達成のために，授業研究に関わって同僚と意見交換を行っている。 

 

子どもの 

積極的 

理解 

19 私は，子どもたちの発言の裏にある気持ちや考えを読みとって授業を行っている。 

20 私は，ノートや成果物等から子どもたちの表現しきれていない気持ちや考えをとらえている。 

21 私は，子どものつまずきの状況を把握して授業を行っている。 

目標共有のための 

組織体制 

目標達成のための 

同僚性 
子どもの積極的理解 

授業研究の効力感 道筋１ 

道筋２ 

指標(改訂版）を使って，校内授業研究の成果を把握しましょう 

 

 

～学校研究主題に迫るルーブリック～ 

 ルーブリックとは，学習評価をするための【質的な採点指針】のことです。子ども達の成長や学び

の具体の姿の段階に着目することで，一人一人の子どもの学びの質を判断していくことができます。 

 一般的なルーブリックは，教科内容に即しながら，一単元や一授業を単位として作成されま

す。右図のように，達成の度合いを表す数段階の尺度（右図ピンクの部分）と，尺度に対応する子ど

もの具体の姿の特徴を記した記述からなる評価規準（右図ブルーの部分）で構成されています。 

 また，完成したルーブリックに価値があることはもちろんのこと，作成まで多くの教員が精

査・検討し，繰り返し修正する過程そのものも，優れた授業研究と捉えることができます。 

  下図の①～④はルーブリックを作成する際の流れと，その留意点を示しています。 

 まずは，学校全体で育成したい資質・能力を，キーワードとして抽出できるように全教員で協議し，共通

理解していきましょう。また，学習指導案の事前検討会や協議会などを活用し，多くの教員が関われるように

作成の場を工夫しましょう。 

      

 当センターではこれまで，校内授業研究の充実のために左図

の【「授業研究の効力感」を導く二つの道筋】に基づき研究を

進めてきました。今回は，特に，「目標達成のための同僚性」

「子どもの積極的理解」の要素をより確かなものとして高めて

いくための方策として，学校研究主題に着目し，ルーブリックを作成することを提唱します。  

 【理由】                             

  ○ 学校全体で育成したい資質・能力について，繰り返し協議するため，学校全体で目指す子ども像への 

   共通認識ができ，教員の同僚性が向上し，子どもの積極的理解が進むこと。 

  ○ 一部の教科にとどまらず全教科・領域で，さらに年間を通じて活用できるため，発達的，長期的な 

    子どもの学びの質とその変容を捉えることが可能になること。 

 なお，今年度から学校研究主題に迫るルーブリックを活用した授業研究を研究推進校で実施しています。 

次頁に各校の取組内容を掲載していますので，参考にしながらルーブリックの作成に取り組んでみましょう。  

尺度 子どもの具体の姿 
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学校研究主題に迫るルーブリックとは 

ルーブリックとは 

広島市教育センター 

① キーワードを抽出できるよう，学校全体で育成したい資質・能力について全教員で協議します。 

② 書籍や学術情報データベース（CiNii，Google Scholar等），教育センター図書資料室等を活用します。 

③ 一度の協議で完成しようと思わずに，修正しながらよりよいものへ改善していく意識が大切です。 

④ ノートやワークシート，ＶＴＲ等の具体物を参考にすると考えやすくなります。 

留
意
点 

②キーワードをもとに，尺 
 度を決めるための先行研 
 究を調べる。 

③先行研究を参考に，尺度 
 を作成する。 

④尺度に基づいて，授 
 業で扱いたい内容を  
 子どもの視点から捉 
 え直し，具体の姿を  
 表現する。 

①学校研究主題からキー 
 ワードを抽出する。 

作成の流れと留意点 
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 青崎小学校 

①学校研究主題からキーワード 

 を抽出する。 

 

②キーワードをもとに，尺度を 

 決めるための先行研究を調べ 

 る。 

①② 

  学校研究主題 

   「伝えたいことを相手に分かりやすく伝わるように話す力  

    を育てる工夫」 

  

     キーワード：論理的思考力 

     先行研究：指導事項，難波(2006) 

①② 

  学校研究主題

   「考えを伝え合い深め合うことで，

     「わかってもらえた」

 

      キーワード：わかる

      先行研究：藤田(

③先行研究を参考に，尺度を作 

 成する。 

 

④尺度に基づいて，授業で扱い 

 たい内容を子どもの視点から捉   

 え直し，具体の姿を表現する。 

③ 

 学習指導要領の指導事項を細分化して各学年の尺度（尺度①）を作

成。難波(2006)を踏まえながら校内授業研究を実施し，その際の気付

きをもとに内容を修正し，尺度を改善した（尺度②）。 

 

 

③④ 
 尺度は，藤田(2016)

つながりや子どものつまずきを踏まえ，１時間分の授業における子ども

の具体の姿を明示する。

  ルーブリックを作成・活用した校内授業研究を研究推進校で実施しました。  

  １年目の取組として，青崎小学校では新たに尺度を作成及び改善する実践を，東野小学校と吉島中学校では既存の尺度を

 適用して子どもの具体の姿を明らかにする実践を行いました。その実践例を次に紹介します。 

 

実   践   の   成   果 

＜共通＞ 

○学校全体で育成したい資質・能力を付けるための授業及

 び協議会を実践することができた。
 
○授業で扱いたい内容を子どもの視点から捉え直し表現す

 ることで子どもの理解が深まった。
 
○ルーブリックについて理解が進むことで，教職員の授業

 研究への意欲が高まった。

指導事項 
尺度② 

（実践後） 

尺度① 

（実践前） 
尺度 

実   践   の

＜青崎小学校＞ 

 該当学年で付けたい力だけでなく，６年間の系統性を意識し，学校全体で付けたい力を明確

にした授業を実現することができた。 

＜東野小学校＞ 

 授業者だけでなく，参加者全員が授業中の子どもの具体的な姿を想定した授業を実現するこ

とができた。 

＜吉島中学校＞ 

 「深い思考」についての理解が進み，厳選した発問による授業を実現することができた。 
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東野小学校 吉島中学校 

学校研究主題 

「考えを伝え合い深め合うことで，「わかった」 

「わかってもらえた」を実感することができる授業づくり」 

キーワード：わかる 

先行研究：藤田(2016) 

①② 

  学校研究主題 

   「学ぶ意欲を高め，確かな学力の向上」 

 

  

    キーワード：深い思考   

    先行研究：櫻井(2009)，鈴木他(2012) 

2016)による３つの「わかる」を適用。既習事項と本時の

つながりや子どものつまずきを踏まえ，１時間分の授業における子ども

の具体の姿を明示する。 

③④ 
 尺度は，鈴木他(2012)による「深い思考」のレベルを適用。事前検討会にお

いて，発問に対して想定される子どもの反応を付箋紙に出し合い，尺度に当て

はめる。さらに高い尺度の反応となるような改善発問を検討する。 

１年目の取組として，青崎小学校では新たに尺度を作成及び改善する実践を，東野小学校と吉島中学校では既存の尺度を 
【研究推進校】 広島市立青崎小学校  広島市立東野小学校  広島市立吉島中学校     

【研究期間】  平成２８～２９年度 

 

○学校全体で育成したい資質・能力を付けるための授業及  

び協議会を実践することができた。 

○授業で扱いたい内容を子どもの視点から捉え直し表現す 

ることで子どもの理解が深まった。 

○ルーブリックについて理解が進むことで，教職員の授業  

研究への意欲が高まった。 

＜共通＞ 

●尺度と子どもの具体の姿の双方 

 がさらに充実したルーブリック 

 に改善する。 

 

●改善したルーブリックを活用し 

 て，学校研究主題に基づく子ど 

 もの理解を促進する。 

子どもの具体の姿 尺度 
発問で予想される 

子どもの具体の姿 

改善発問で予想される 

子どもの具体の姿 

の   紹   介 

次  年  度  の  展  望 

の   概   要 


